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お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合

からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
５日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・11月２日㈪・９日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
５日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・11月２日㈪・９日㈪
戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

２日㈮～６日㈫・11月６日㈮～ 11日㈬

今月の納税納付 ［納期限：11月２日㈪］
・市県民税　３期　　　・国民健康保険税　４期　　　
・介護保険料　４期　　 ・後期高齢者医療保険料　４期
口座振替が便利です。ぜひご利用ください。　　　

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　10月28日㈬　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　市民課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運

動
の
実
施
に
つ
い
て

本
庄
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　

10
月
26
日
㈪　
午
後
１
時
〜

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日 

時　

10
月
15
日
㈭
・
11
月
19
日

㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
「
本
庄

市
開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
指
定
し
た
土
地
の

区
域
の
変
更
を
行
う
た
め
、
案
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期 

間　

10
月
６
日
㈫
〜
20
日
㈫（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
）　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場 

所　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

階
）

《
変
更
す
る
主
な
区
域
》

○ 

都
市
計
画
道
路
等
の
区
域
の
削

除
…
本
庄
道
路
、
十
間
通
り
線
、

金
鑚
通
り
線
、
本
庄
深
谷
線
等

○ 

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
第
８
条
第
２
項
第
１
号

に
規
定
す
る
農
用
地
区
域
の
削

除
の
図
示

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

都
市
計
画
法
第
34
条
11
号
の
区

域
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

都
市
計
画
道
路「
本
庄
深
谷
線
」

に
係
る
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期
間　

10
月
６
日
㈫
〜
20
日
㈫（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
）　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場 

所　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
２

階
）

◎
意
見
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
都
市
計
画
変
更
案
に
意
見

の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対 

象　

市
内
在
住
者
又
は
こ
の
都

市
計
画
案
に
つ
い
て
利
害
関
係

を
有
す
る
人

受 

付
期
間　

10
月
６
日
㈫
〜
20
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
必
着
）

提 
出
方
法　

縦
覧
場
所
に
用
意
し

て
あ
る
意
見
書
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
又

は
直
接
都
市
計
画
課
へ
提
出

郵 

送
先　

〒
３
６
７―
８
５
０
１

本
庄
市
本
庄
３―
５―
３　

　

本
庄
市
役
所
都
市
計
画
課　

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」
を

実
施
し
ま
す

　
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
く
住ス

マ
イ
ル
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
埼

玉
県
下
一
斉
に
10
月
11
日
㈰
か
ら

17
日
㈯
ま
で
の
期
間
、「
違
反
建
築

な
く
そ
う
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

管
内
（
秩
父
駐
在
・
行
田
駐
在
を

除
く
）
に
お
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
建
築
に
関
す
る
法
令
等
の
説
明

　

会
日 

時　

10
月
13
日
㈫　

午
後
２
時
〜

４
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
30

分
〜
）

会 

場　

中
央
公
民
館
１
階
（
実
習

教
室
Ａ
・
Ｂ
）

内 

容　

建
築
物
環
境
配
慮
制
度
、

住
宅
瑕か

疵し

担
保
履
行
法
ほ
か（
耐

震
改
修
等
の
建
築
相
談
会
を
同

時
開
催
）

対 

象　

県
民
、
建
築
関
係
者
、
行

政
職
員
な
ど

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
み
不

要
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

②
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

日
時　

10
月
15
日
㈭

場
所　

市
内
全
域

★ 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

監
察
担
当
☎
０
４
８―

５
３
３―

８
７
７
６
、
市
建
築
開
発
課
☎

㉕
１
１
４
０

　

10
月
１
日
㈭
か
ら
11
月
30
日
㈪

ま
で
は
、「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱

用
防
止
運
動
」
期
間
で
す
。

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
は
、
個
人
の
健
康
を
害
す
る
だ

け
で
な
く
、
家
庭
崩
壊
や
犯
罪
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
地
域
や
家

庭
か
ら
薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

【
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
に
は
】

① 

薬
物
乱
用
の
危
険
性
は
身
近
に

あ
り
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と

思
わ
な
い
。

② 

薬
物
乱
用
は
１
回
で
も
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」

③ 

１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
友
人
や

家
族
に
何
で
も
相
談
す
る
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１
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しんげの
一言メッセージ市長コラム

養蚕文化の地
　本庄市には、かつて養蚕で栄えた時代の名残が各地に
数多く存在します。
　秋平地区東小平の「高窓の里」は昨年、県の景観賞を
受賞しました。屋根の上に「高窓」がある典型的な養蚕
農家の建物群です。今では養蚕は行われていませんが、
家主の皆様が屋根を修繕し保存してきたことで、集落と
して立派な景観になりました。
　この景観賞の受賞をきっかけに、私は農家建築に関心
を持つようになりました。すると、本庄地域、児玉地域
を問わず、普段見慣れている農村集落の中に、高窓があ
る農家がまだあることに改めて気づいたのです。高窓は、
地域によって「天

てん

窓
そう

」あるいは「やぐら」とも言われま
す。特に藤田地区宮戸など市北部の集落には、規模の大
きな切妻屋根に高窓が乗った豪壮な農家建築が点在して
います。今では維持管理が大変とのことで、家主の皆様
もご苦労されています。中には文化財にもなるような立
派な建物もあるので、廃屋になったり、取り壊されたり
するのは実に惜しい気がします。
　先日、金屋地区の稚蚕飼育所を見学しました。児玉郡
市には、今でも養蚕を行っている農家があります。生ま
れたてのお蚕「稚蚕」を養蚕農家が共同で飼育し、大き
くなったらそれぞれの農家に移して育てるというやり方
を今でも続けているのです。生まれたての小さな「おか
いこさま」が、桑の葉の上を大量にはっている様子を見
ることができました。聞いたところによると、このお蚕
からとれる絹糸は、京都の西陣などで使われる国産の最
高級品だそうです。
　本庄のまちなかには、かつての生繭倉庫だった建物が
国の登録文化財に指定されて残っております。かつて我
が国最大の繭の集積地と言われた本庄の街。児玉も同様
に繭の街でありました。
　今、群馬県では富岡製糸場をはじめ、かつての養蚕文
化の流れを見つめなおし、それらを世界遺産にという動
きがあります。私たちも、誇りある養蚕の文化・遺産を
改めて評価しなおし、後世に伝えていきたいものです。

本庄市長

本
庄
市
長
選
挙
・
本
庄
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
日
程
等
の
お
知
ら
せ

「
市
内
施
設
め
ぐ
り
」
の
参
加
者

を
募
集

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

第
２
回
学
校
説
明
会
及
び
学
校

公
開
週
間
を
実
施

募　
　

集

　

平
成
22
年
２
月
４
日
㈭
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
本
庄
市
長
・
本
庄

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
定
数
22

人
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

《
本
庄
市
長
選
挙
》

・ 

告
示
日　

平
成
22
年
１
月
24
日

㈰
・ 

投
開
票
日　
平
成
22
年
１
月
31
日

㈰
◎ 

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を

行
い
ま
す

日
時　

11
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
〜

場
所　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

《
本
庄
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
》

・ 

告
示
日　

平
成
22
年
１
月
24
日

㈰
・ 

投
開
票
日　

平
成
22
年
１
月
31
日

㈰
◎ 

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を

行
い
ま
す

日
時　

11
月
11
日
㈬　

午
後
２
時
〜

場
所　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

★ 

選
挙
管
理
委
員
会
☎
㉕
１
１
８

７

①
第
２
回
学
校
説
明
会

日 

時　

11
月
４
日
㈬　

午
前
９
時

50
分
〜
正
午

内 

容　

授
業
公
開
、
学
校
概
要
及

び
高
等
部
生
徒
募
集
の
説
明

② 

第
２
回
学
校
公
開
週
間

日 

時　

11
月
２
日
㈪
・
５
日
㈭
・

６
日
㈮　

午
前
９
時
45
分
〜
正

午
内
容　

授
業
公
開

《
①
②
共
通
》

場
所　

本
庄
特
別
支
援
学
校

日 

時　

10
月
28
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
45
分

集 

合
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
見 

学
先　

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
〜
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
〜
本
庄
上
里
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
昼
食
を
と
り
ま

す
。）〜
城
山
公
園（
雉
岡
城
址
・

塙
保
己
一
記
念
館
）
〜
競
進
社

模
範
蚕
室
〜
高
窓
の
里
・
成
身

院
百
体
観
音
堂

対
象　

市
内
在
住
者

定 

員　

15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

５
７
０
円
（
昼
食
代
・

拝
観
料
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

用
意　

動
き
や
す
い
服
装

申 

込　

10
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

※
本
庄
養
護
学
校
は
、
今
年
度
か

ら
本
庄
特
別
支
援
学
校
に
校
名
が

変
わ
り
ま
し
た
。

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

☎
㉔
３
７
４
７

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
実
施
中
!!

（
11
月
30
日
ま
で
）

　

秋
は
、
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
、

農
作
業
事
故
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

ゆ
と
り
を
持
っ
た
作
業
計
画
で
、

農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

★ 

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
㉕
１
１

７
９


